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g(i)≡-巧 (明 (0)~ゝ は､ Tc<Tではq(i)～Cl~3exp(-ul)､ Tg<T<Tcではq(i)～CrSexp(-LJLβ)､
T<Tgでは q(i)～Cl~Sのように振舞うoここで､ Tc～4･51はランダムでない系 (p-1)の相転
移温度で､ T9-1･175はこの系 (p-o･5)のスピングラス転移温度であるo Cは温度 Tが小さく
なるにつれo･5位からo付近まで単調に減少する (文献1)のFIG･12)o βは Tが TcからTgまで



































すことができるo T>Tcから T<Tcへ急冷した後の秩序形成過程において k21スケ-リング 4)
が成り立つことより､波数 kのモードの寿命 (緩和時間)は k~2に比例していると考えられるO
また､波数 kのモ-ドが､一方向にそろったスピンにの背景の中に生じた大きさk-1位のスピン
の反転した領域 (液滴､ ドロブレット)に対応していると考えると､平衡状態で大きさ k~1の液




















一万､ m(L)はL-∞ で無限系の自発磁化 m に近付く｡ 6)これより､ L-∞ の後に l-∞ とす
ることにより<m(i)m(0)>一m2を得る｡ T<Tcでは Lが十分大きければ m(L)～m と考えてよ
いO くm(i)m(0)>の緩和率 7iL)~1が有限系ではOでないことにより､ (9)式中の波数 kのモード


















2次元の 士Jイジング模型の T<Tcにおいて､ q(i)が3次元でみられたような "引き伸ば
された指数関数"的緩和を示すか､ (14)式のような緩和を示すかを調べるためにモンテカルロ･
シミュレ-ションを行った｡周期的境界条件を課した LxLの正方格子上の 士Jイジング模型を
考え､ p-0.5-0.9､ K-0.3,0.6,0.7の場合に計算を行った (Tcは Kcた;0.44に対応する)｡ 4つ
の (K,j)のサンプルを用い､それぞれのサンプルの初期の10,000モンテカルロ･ステップを捨て
た後の 100,000モンテカルロ･ステップを使って､ q(i)≡-<Sllj~-Si(b)>~を計算したo
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(14)式における係数 Cの p依存性を考える.正方格子ではゲージ変換で pを 1-pに変え
ることができるので､ Cもpと1-pに関して対称である｡また､ p-1および pー 0では系はラ
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図5.h卜t/hq(i)]対htのグラフO
記号は図1と同じ｡
3節の議論はそのままボンドダイリューションの場合にもあてはまる｡実際､正方格子上で
のボンドダイリュ-ションの場合にモンテカルロ･シミュレ-ションを行ったところ､ 土J模型
と同様の結果が得られている.ボンドダイリューションの場合､クラスターの定義がはっきりし
ているので､クラスター分布と q(i)の緩和との関係等を詳しく調べることができ､ 3節の議論の
検証にはより適していると考えられる｡
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